
鶴
岡
市
総
合
計
画
審
議

会
（
伊
藤
眞
知
子
会
長
）

に
お
い
て
審
議
が
行
わ
れ

て
き
た
「
第
２
次
鶴
岡
市

総
合
計
画

（
案
）
が
ま
と

」

ま
り
、
７
日
に
皆
川
治
鶴

岡
市
長
に
対
し
て
答
申
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
次
計
画
は
合
併
３

年
後
の
２
０
０
９
（
平
成

）

、

年
１
月
に
策
定
さ
れ

21
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

10
こ
の
間
、
東
日
本
大
震

災
な
ど
大
規
模
な
自
然
災、

害
や
少
子
高
齢
化
の
進
行

人
口
減
少
の
加
速
化
、
さ

ら
に
社
会
経
済
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
な
ど
、
環
境
が
大

。

き
く
変
化
し
て
き
ま
し
た

総
合
計
画
は
、
社
会
情

勢
の
変
化
や
課
題
に
的
確

に
対
応
し
、
鶴
岡
市
の
ま

ち
づ
く
り
を
総
合
的
、
計

画
的
に
進
め
て
い
く
た
め。

の
指
針
と
な
る
も
の
で
す

農
業
収
入
１
千
万
円

第
２
次
計
画
で
は

「
地

、

域
の
振
興
」
が
具
体
的
な

施
策
の
成
果
指
標
を
示
し

て
取
り
組
ま
れ
ま
す
。

藤
島
地
域
で
は
、
農
業

収
入
１
０
０
０
万
円
以
上

の
経
営
体
の
割
合
を
現
状

・
４
％
か
ら

年
後
に

16

10

は

％
に
高
め
ま
す
。

30ふ
じ
の
花
に
関
連
す
る

イ
ベ
ン
ト
で
現
状
２
万
１

６
１
５
人
の
入
れ
込
み
人

数
を
３
万
６
８
０
０
人
へ

１
・
７
倍
に
し
ま
す
。

羽
黒
地
域
で
は
、
羽
黒

山
な
ど
観
光
入
れ
込
み
客

数
を

万
７
２
０
０
人
か

73

ら

万
人
に
し
ま
す
。

80Ｊ
Ａ
ア
ス
パ
ラ
部
会
の

販
売
額
４
０
０
０
万
円
を

１
億
２
０
０
０
万
円
に
３

倍
化
を
め
ざ
し
ま
す
。

櫛
引
地
域
で
は
観
光
果

樹
園
の
入
れ
込
み
客
数
を

１
万
８
２
５
８
人
か
ら

２

万
４
千
人
に
１
・
３
倍
化

し
ま
す
。

黒
川
能
な
ど
年
間
観
光

入
れ
込
み
客
数
を

万
８

74

千
人
か
ら
１
０
０
万
４
千

人
に
し
ま
す
。

朝
日
地
域
で
は
豪
雪
や

交
通
面
か
ら
転
出
す
る
世

帯
が
増
え
て
お
り
、
定
住

化
支
援
策
で
世
帯
減
少
率

を
抑
え
、
農
地
保
全
の
仕

組
み
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
す
。

温
海
地
域
で
は
、
越
沢

三
角
そ
ば
の
栽
培
面
積
を

３
倍
化
な
ど
に
取
り
組
み

ま
す
。
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配布者にご連絡下さい
（月２００円程度）
12月 54人 61,483円
11月 40人 59,809円

「

」

皆
川
市
政

新

鶴
岡
市
総
合
計
画

旧
町
村
の
地
域
振
興
に
成
果
目
標
を
設
定

正
月

城
貞
（
藤
の
花
）

正
月

し
ょ
う
が
つ

身
を
潔
よ
く
し
て
空
意

天
神
に

る

潔
身
空
意

天
神

禱

禱

み

い
さ
ぎ

く

う

い

て

ん

じ

ん

い

の

日
夜
庶
わ
く
は
異
患
の
巡
り
無
ら
ん
こ
と
を

日
夜
庶
無
異
患
巡

に

ち

や

こ
い
ね
が

い

か

ん

め

ぐ

な

か

此
れ
従
り
の
人
生

幻
化
の
如
し

従
此
人
生
如
幻
化

こ

よ

じ

ん

せ

い

げ

ん

か

ご

と

年
頭
に
我
を
忘
れ
て
独
り
津
を
諏
う

年
頭
忘
我
獨
諏
津

ね

ん

と

う

わ

れ

わ

す

ひ

と

し

ん

と

身
を
清
め
て
わ
だ
か
ま
り
の
な
い
心
で
、
あ
ま
つ
の
神
に
幸
福
を
求
め
て
お
祈
り
を
す
る
。

い
つ
も
不
足
の
災
い
が
襲
っ
て
来
な
い
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

人
が
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
幻
の
よ
う
に
と
ら
え
が
た
く
、

年
の
初
め
に
あ
た
り
、
無
我
の
心
で
こ
れ
か
ら
の
道
を
さ
が
し
て
、
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
を
求
め

る
の
だ
。

＝
わ
だ
か
ま
り
の
な
い
心
。

＝
あ
ま
つ
か
み
。

＝
変
わ
っ
た
災
難
。

＝
ま

空
意

天
神

異
患

幻
化

ぼ
ろ
し
の
よ
う
に
変
化
す
る
。

＝
渡
し
場
の
明
か
り
を
た
ず
ね
る
。
転
じ
て
人
に
教
え
を

諏
津

き
く
。

鶴岡市総合計画

第1次鶴岡市総合計画 ～生命いきいき文化都市創造プラン～

2008～2018
めざす都市像

「人　くらし　しぜん　みんないきいき　心

やすらぐ文化をつむぐ悠久のまち　鶴岡」

第2次鶴岡市総合計画 ～毎日、おいしい。ここで、暮らしたい～

2019～2028
めざす都市像

「ほんとうの豊かさを追求する　みんなが暮

らしやすい　創造と伝統のまち　鶴岡」

（

）

写
真
：
鶴
岡
市
Ｈ
Ｐ
か
ら

第２次鶴岡市総合計画（案）から【基本計画】地域の振興



「
ア
ジ
ア
諸
国
は
日
本

に
よ
っ
て
解
放
さ
れ
独
立

国
に
な
っ
た
」
と
す
る
考

え
が
あ
る
。

た
し
か
に
最
初
は
、
欧

米
か
ら
の
解
放
と
独
立
を

強
く
望
ん
で
い
た
ア
ジ
ア

の
人
々
は
、
日
本
に
大
き

な
期
待
を
持
っ
て
い
た
。

し
か
し
期
待
は
た
ち
ま
ち

く
だ
か
れ
て
し
ま
っ
た
。

日
本
軍
は
、
占
領
地
に、

軍
政
を
し
き
直
接
支
配
し

必
要
な
食
糧
や
石
油
な
ど

を
奪
い
、
鉄
道
建
設
の
た

め
に
現
地
の
人
々
「
ロ
ー

ム
シ
ャ
」(

今
な
お
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
語
と
し
て
残
る)

を

強
制
的
に
働
か
せ
た
。

ま
た
「
皇
民
化
」
と
い

い
、
国
旗
や
国
歌
を
禁
止

し
日
の
丸
・
君
が
代
を
歌

わ
せ
、
神
社
を
建
て
参
拝

を
強
制
し
た
。

ア
ジ
ア
の
人
々
は
、
期

待
し
て
い
た
日
本
の
、
欧

米
よ
り
を
な
お
酷
い
支
配

に
反
対
し
、
抗
日
運
動
に

立
ち
上
が
っ
た
。

自
由
タ
イ
、
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
、
マ
レ
ー
の
マ
ラ
ヤ

人
民
抗
日
軍
、
ベ
ト
ナ
ム

の
ベ
ト
ミ
ン(

ベ
ト
ナ
ム
独

立
同
盟)

な
ど
の
抗
日
組

織
を
つ
く
り
、
抗
日
運
動。

を
ア
ジ
ア
全
域
に
広
げ
た

こ
う
し
た
民
衆
の
力
に

日
本
は
敗
北
し
、
ア
ジ
ア

諸
国
は
独
立
国
に
な
っ
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て

世
紀
は
、

20

前
半
は
、
植
民
地
と
戦
争

の
時
期
で
あ
っ
た
が
、
後

半
は
植
民
地
体
制
が
完
全

に
崩
壊
し
、
民
族
自
決
権

が
世
界
の
基
本
原
理
に
な

っ
た
。

私
た
ち
は
こ
の
世
界
史

的
流
れ
を
も
読
み
、
日
本

が
ア
ジ
ア
の
植
民
地
を
解

放
し
た
な
ど
と
い
う
間
違

っ
た
考
え
に
だ
ま
さ
れ
て

は
な
ら
な
い
。

個
人
が
丸
裸
に

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
読

者
の
皆
様
に
は
、
今
年
も

良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

▲
さ
て
、
新
年
に
な
っ
て

恐
ろ
し
い
記
事
が
あ
り
ま

し
た
よ
。
た
ま
に
個
人
情

報
が
何
万
件
流
出
、
ナ
ン

テ
報
道
さ
れ
ま
す
が
、
そ

れ
は
権
力
が
情
報
を
握
っ

て
い
る
と
い
う
も
の
だ
。

▲
４
日
の
山
形
新
聞
の
ト

ッ
プ
記
事
は
、
検
察
が
顧

客
情
報
を
入
手
し
、
私
生

活
露
呈
の
恐
れ
が
あ
る
と

警
告
し
て
い
た
。
私
生
活

の
露
呈
・
つ
ま
り
個
人
が

丸
裸
と
い
う
こ
と
だ
。

▲
な
ぜ
そ
う
な
る
か
と
言

え
ば
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
名、

義
人
や
使
用
履
歴
に
加
え

カ
ー
ド
作
成
時
に
提
出
さ、

れ
た
運
転
免
許
証
の
写
し

顔
写
真
も
入
手
し
て
い
る

と
の
事
。
こ
れ
に
ド
ラ
ッ

グ
ス
ト
ア
や
レ
ン
タ
ル
ビ

デ
オ
店
、
書
店
の
購
入
情

報
を
加
え
れ
ば
、
個
人
の

健
康
状
態
や
思
想
信
条
、

趣
味
嗜
好
も
掴
む
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
の
だ
。

▲
こ
れ
ら
は
、
交
通
各
社

や
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
、
消

費
者
金
融
、
ポ
イ
ン
ト
カ

ー
ド
発
行
会
社
や
携
帯
電

話
会
社
か
ら

「
捜
査
関
係

、

事
項
照
会
」
と
い
う
名
で

警
察
が
集
め
た
も
の
を
、

検
察
で
保
管
し
、
随
時
更。

新
し
て
い
る
と
の
報
道
だ

恐
ろ
し
い
こ
と
だ
ぜ
。

▲
個
人
情
報
は
憲
法

条
35

に
規
定
さ
れ
、
裁
判
所
の

許
可
が
必
要
な
の
だ
が
、

刑
事
訴
訟
法
に
、
官
公
庁

や
企
業
な
ど
に
捜
査
上
必

要
な
事
項
の
報
告
を
求
め

る
事
が
出
来
る
と
あ
る
。

こ
れ
の
乱
用
だ
ろ
う
ゼ
。

▲
い
つ
か
こ
の
欄
に
書
い

た
ん
だ
が
、
あ
る
事
務
所

前
に
あ
る
車
の
ナ
ン
バ
ー

を
パ
ト
カ
ー
が
調
べ
て
い

た
と
。
だ
か
ら
車
の
台
帳

が
あ
る
の
か
も
ヨ
。
現
役

の
時
は
、
そ
の
人
の
車
、

し
か
教
え
な
か
っ
た
が
。。

▲
今
は
カ
ー
ド
の
時
代
だ

私
の
・
あ
な
た
の
・
ど
こ

。（

）

ま
で
が
検
察
に
？

石
川

【
訂
正
・
再
掲
】

（

）

新
春
口
号

新
春
口
号

城
貞

藤
の
花

し
ん
し
ゅ
ん
こ

う

ご

う

暁
光

靉
靆

瑞
雲
の
中

暁
光
靉
靆
瑞
雲
中

ぎ
ょ
う
こ
う

あ

い

た

い

ず

い

う

ん

う

ち

天
宇

旭
日

紅
な
り

天
宇

初
日
紅

曈
曈

曈
曈

て

ん

う

ど

う

ど

う

き
ょ
く
じ
つ

く
れ
な
い

此
に
新
正
を
迎
え

号

改
ま
る
近
し

迎
此
新
正
号
改
近

こ

こ

し

ん

せ

い

む

か

ご

う

あ
ら
た

ち

か

千
門

吹
き
遍
し

太
平
の
風

千
門
吹
遍
太
平
風

せ

ん

も

ん

ふ

あ
ま
ね

た

い

へ

い

か

ぜ

夜
明
け
の
景
色
は
、
め
で
た
い
雲
が
た
な
び
き
、

大
空
は
夜
あ
け
が
あ
か
る
く
な
り
、
朝
日
が
あ
か
く
見
え
る
。

こ
こ
に
新
年
を
迎
え
、
間
も
な
く
元
号
が
か
わ
る
日
も
ち
か
く
な
っ
た
。

世
の
中
が
争
い
の
な
い
平
和
で
、
何
事
も
な
く
穏
や
か
に
治
ま
る
風
が

吹
き
渡
る
よ
う
に
と
祈
念
を
す
る
。

。

。

。

口
号

暁
光

靉
靆

＝
心
に
思
い
浮
か
ぶ
ま
ま
を
吟
ず

夜
明
け
の
景
色

＝
雲
の
た
な
び
く
さ
ま

=

＝
め
で
た
い
し
る
し
の
雲
。

＝
大
空
。

＝
朝
日
が
昇
る
さ
ま
。

＝
新
年
。

瑞
雲

天
宇

新
正

曈
曈

正
月
。

＝
元
号
。
年
号
。

＝
多
く
の
家
家
。

＝
ゆ
き
わ
た
る
。

＝
世
の
中
が
平

号

千
門

遍

太
平

和
な
こ
と
。

地域の振興　具体的な成果指標（第２次鶴岡市総合計画案）
項目（測り方） 現状値 成果目標(2028年度)

鶴岡 地域ビジョン策定件数（累計） ４件 20件

※鶴岡市全体分 (2018年度)

人材育成の取組を通じて新たに実施され
る地域づくりのプロジェクト件数(累計)

12件 88件

(2018年度)

藤島 農業収入1,000万円以上の経営体割合 16.4％ 30.0％

(2017年度)

ふじ関連イベント・施設入込数 21,615人 36,800人

(2017年度)

藤島地域の年間人口減少率 △1.9％ △1.5％

(2017年度)

羽黒 月山・羽黒山の観光入込客数 737,200人 800,000人

(2017年度)

堆肥散布量(羽黒町堆肥利用組合) 1,757t 1,810t

ＪＡアスパラ部会(羽黒地域)の販売額 4,000万円 1億2,000万円

(2017年度)

地域活動センター利用者数(4地区合計) 41,842人 41,900人

(2017年度)

櫛引 果樹販売額(JA櫛引支所、産直施設) 318,759千円 330,000千円

(2016年度)

櫛引地域観光果樹園観光入込客数 18,258人 24,000人

(2017年度)

櫛引地域の年間観光入込客数(11施設) 748千人 1,004千人

(2017年度)

単位自治組織の地域ビジョン策定数 1組織 10組織

(全21組織・累計) (2017年度)

朝日 転出による世帯減少率 △2.3％ △1.5％

(2017年度)

地域内経営耕地面積の確保 843ha 820ha以上

(2017年度)

朝日地域への観光入込客数 526千人 530千人

(2017年度)

温海 あつみ温泉及び鼠ヶ関地区観光施設の観
光入込客数(道の駅含む)

478千人 820千人

(2017年度)

教育旅行受入れ学校数 2校 12校

(日帰り) (宿泊6校、日帰り6校)

(2017年度)

越沢三角そばの栽培面積 25,160㎡ 80,000㎡

焼畑あつみかぶの販売単価 209円/kg 230円/kg

(2017年度)

集落ビジョン策定自治会数 11自治会 27全自治会

(2018年度)


